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番外編 第四弾 

 『ボクのワタシの学校自慢』では、鹿浜地域

学習センター近隣小・中学校の学校自慢をご紹

介します。 

 今月は皿沼小学校のあだち放課後子ども教室

「皿沼小キッズぱれっと」の魅力に迫ります。 

皿沼小学校のあだち放課後子ども教室「皿沼小キッズぱれっと」 

見守りスタッフインタビュー 

 （新井さん）「皿沼小キッズぱれっと」には、立

ち上げ当時からスタッフとして携わり、現在はスタ

ッフリーダーをしています。子どもたちが仲良く、

楽しく遊べるように見守っています。児童やスタッ

フ同士の交流が楽しく、やりがいを感じています。 

 （金子さん）皿沼小学校に通う児童の保護者です。 

社会と繋がりたいと仕事復帰を考えていた時に、見

守りスタッフの募集を知りました。この活動を通し

て、学校の雰囲気や児童の様子を知ることができ、

皿沼小学校をより身近に感じるようになりました。 

参加児童からのコメント 

 「キッズぱれっと」には、宿題をする時や、友達

と遊ぶ際に参加します。遊びに来るみんなといつも

楽しく遊んでいます。 

 外遊び以外にも、野球対戦ができるおもちゃやド

ミノなど、室内用の道具があるので楽しいです。 

次号では鹿浜未来小学校の交通安全見守り活動についてご紹介します。  お知らせ 

学校が終わったら、 
ランドセルを背負ったまま受付へ。
へ 

▲ブロック遊びに夢中 

▲校庭遊具はどれも大人気 

▲集中して宿題に取り組む児童 

▲「キッズぱれっと」新井一恵さん（左）と金子恭子さん（右） 

▲2年生 阿部凪叶さん 

「あだち放課後子ども教室」とは？ 

小学校の放課後に校庭や体育館、教室や図書室等

で子どもたちが自由に遊んだり、読書や学習活動を

する教育委員会の事業です。子どもたちが安全に過

ごせるように、安全管理員（見守りスタッフ）が活動

の見守りをしています。各校の地域の方々が実行委

員・見守りスタッフとして運営し、足立区生涯学習振

興公社がその支援を行っています。 

皿沼小学校では「皿沼小キッズぱれっと」という名

称で実施しています。 

学年を超えた交流が盛ん 

「皿沼小キッズぱれっと」では、クラスや学年を超

えた児童同士の交流が盛んです。みんなで安全に楽

しく遊ぶための工夫ができていて、低学年の児童が

長縄をする時には縄を回し、一輪車に乗ったことが

ない下級生には乗り方を教えるなど、面倒見が良い

上級生が多いとのことでした。 

また、室内遊びでは、月に１度、折り紙サポーター

の方を呼び、季節の折り紙を楽しむ時間があり、児童

から人気が高いそうです。 

 

校庭では、スタッフが見守る中、 
児童は遊具遊びやスポーツをして 
楽しみます。 

室内では、ボードゲーム、工作遊び、 
宿題をする児童などがいます。 

使ったものの後片付けをして、 
名札を返して帰ります。 

１.受付をします 

２.みんなで楽しく過ごします 

3.帰ります 

取材時にはこのような活動が行われていました 

▲心地良いミット音が響くキャッチボール 


